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トポロジカル物性
超伝導・磁性・スピン
半導体・低次元
生成・制御・検出

研究の流れ

The interface 
is the device.

研究室の目的

塚﨑研究室では、量子物質の基礎物性を明らかにしつつ、

将来的なデバイス応用に資する機能の開拓と実証を目指しています。

研究室での実験

原子レベルでの制御を可能にする薄膜技術による物質創成と

界面形成を行って、独創的に自らものづくりを行います。

基礎物性の原理に基づいて、機能開拓のための積層構造や

素子を考えます。試料合成から各種のデバイス加工を通した

デバイス作りと低温や強磁場、電場印加下での動作計測を行います。

研究対象

量子物質は、量子技術を可能にする基本的な物質群です。

最新の物質もあれあ、古くから研究される良く知られた物質でも、

最先端科学によって新たな量子技術に適用可能な性質が明らかになる

ことあります。こうした量子物質の発見や機能開拓、

デバイス実証を研究対象に実験研究に取り組んでいます。

実験室／実験イメージ

1 nm

・表面状態制御のための界面合成

・単原子層化技術で初めての観測へ

・量子相を利用するセンサ、電界素子

・トポロジカル物性のデバイス実証
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物質科学を理解すると、
独創的な新物質や界面を
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